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コーナー■さわってなっとく

落ちないボール

展示物

ビー玉がデコボコのコースをゆらゆら進みながら

もコースアウトせずに最後まで進む．ビー玉の挙動

の面白さを見る展示物．

装置・演出

強収束の原理の力学版．緩い傾斜からビー玉を転

がすことで，三角関数の組み合わせで出来たデコボ

コのコースを進んでいく．スピードが遅いビー玉で

も，ゆらゆらゆれながらも，コースアウトせずに端

まで進む．コースの両脇には傾斜があり，ビー玉は

傾斜に沿って体験者の手元まで帰ってくる．

コースは，短辺の幅方向に対称形をしており，中

心から端に行くほど膨らみを持つ．長辺の長さ方向

には周期的に三角関数の凹凸が繰り返される．コー

スの最も低くなっている場所は，幅方向の中心軸で，

その場所は長さ方向に一定の高さを保っている．長

さ方向には凹凸が繰り返されるが，凹凸の最下点は

中央の高さと同じになっている．

コースの片端には，コースと幅が同じで傾斜のつ

いたスタート板が設置され，体験者は幅方向の膨ら

みを選んで，好きな場所にビー玉を転がし入れるこ

とができる．ただし，入射方向は，コースの長さ方

向に限定される．また，傾斜のどの位置からも転が

せるため，ビー玉のスピードがどの程度遅くても最

後まで進むかを確かめることができる．

設計・製作

デコボコのコースは，高エネルギー加速器研究機

構所蔵の体験装置のコースをシリコンで型取りした

ものから，注型用ウレタン樹脂で成型した．樹脂製

のコースの厚みは最大でも１５ミリしかないので，コ

ースと同じ幅で厚み１２ｔのコンパネの台の上にコー

スを取り付けることで厚み方向の強度を持たしてい

る．コース表面は白色に着色した後，クリアーのウ

レタンニスでコートした．

コース全体は木製の土台に設置し，転がり終わっ

た球が手元に戻ってくるように，傾斜した台をコー

スの両脇に取り付けた．傾斜台は３ｔアクリルで製

作した．体験する球は２４φのビー玉を使用した．ビ

ー玉を転がすためのスタート板は，１０ミリ角の三角

材を MDF 材に貼付けることで製作した．

運用・問題点

展示物の演出，解説には，強収束の原理を表にだ

さず，ビー玉の挙動を楽しむことにした．体験者は

落ちそうで落ちないビー玉の動きに注目しているよ

うだった．

展示物としては大型ではあるが，現象を楽しむた

めにはコースが少し短く感じる．コースを円形にし

てビー玉を転がす，またはビー玉を固定して円形の

コースを回転させるなど，挙動の面白さに加え，現

象の持つ安定性を見せる方向性もある．
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